
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

長中だより 第９号 

令和３年１１月３０日（火） 

学校教育目標：個の能力を伸ばし、自立して社会の形成者となるための資質を養う教育の推進 

「目まぐるしく変化する世の中」～「信じること」の本質とは～ 

                                   校長 雨 澤 啓 司 

 

 早いもので、明日から１２月（師走）となり、令和３年も残り１ヶ月となりました。例年より暖かい

日が多かった１１月でしたが、冬の足音は確実に近づいている感じがします。学校としては先週から始

まっている「保護者面談」の中で、有意義な懇談を行っていきたいと考えております。家庭と学校が共

に子供たちの健全な成長を願い、協力しながら導くために貴重な時間を有効に活用したいと考えており

ます。よろしくお願いいたします。 

 新型コロナウイルス感染症についても、緊急事態宣言が明けてからは、感染者数も激減しています。

学校では、感染防止対策を徹底し、「命を守る教育活動」を継続していきます。さて、皆さんは、子役

から活躍し現在も女優や芸能界で活動している「芦田愛菜」さん（現在は高校２年生）を知っていると

思います。あるイベントで彼女が高校１年生の時に、「信じる」ことについて聞かれた時のコメントを

以下に紹介します。 

 

『その人のことを信じようと思います』っていう言葉ってけっこう使うと思うんですけど、『それ 

がどういう意味なんだろう』って考えたときに、その人自身を信じているのではなくて、『自分が 

理想とする、その人の人物像みたいなものに期待してしまっていることなのかな』と感じて…。 

「だからこそ人は『裏切られた』とか、『期待していたのに』とか言うけれど、別にそれは、『そ 

の人が裏切った』とかいうわけではなくて、『その人の見えなかった部分が見えたときに『それも 

その人なんだ』と受け止められる、『揺るがない自分がいる』というのが『信じられることなのか 

な』って思ったんですけど…」「でもその揺るがない自分の軸を持つのは凄く難しいじゃないです 

か。だからこそ人は『信じる』って口に出して、不安な自分がいるからこそ、成功した自分だった 

りとか、理想の人物像だったりにすがりたいんじゃないかと思いました…。 

 

 誰かのことを「信じていたのに裏切られた」とかいうことは、よく言うことばですが、それは自分が

勝手に相手の理想を作り出して期待していただけではないか？だから期待が裏切られても、ああ、それ

もその人なんだっていう「揺るがない自分でありたい」ということを高校１年生で思った芦田さんは、

確かな考えを持ったすごい人だと思います。なかなか他の人をこのようにとらえ、自分のとらえ方を冷

静に考えることは難しいと思います。 

 コロナ禍あるいはそれ以前から「目まぐるしく変化する社会」、予測困難な時代の中で、「信じる」こ

との本質を見極め、自分を成長させるために誠実に努力する姿を、是非本校生徒の皆さんに目指してほ

しいと考えます。我々教師は常に「社会で通用する力」を身につけた大人へと成長する人間を育てたい

という願いで生徒に関わっています。「素直な心」「感謝の心」を持ち、笑顔を絶やさず、前向きに生き

る人間に育てることを胸に、日々努力しています。 

 

 竹内まりやさんが歌う「いのちの歌」の歌詞に、『本当にだいじなものは 隠れて見えない ささや

かすぎる日々の中に かけがえない喜びがある』というフレーズがあります。 

 

「大切なもの」を見失うことなく、お互いに「信じ合える」関係を創っていきたいものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日（水）保護者面談④ 

 ２日（木）保護者面談⑤ ５ｈ日課 

 ３日（金）保護者面談⑥ ５ｈ日課 

 ４日（土）数学検定（長高 9：00） 

 ６日（月）専門委員会 

 ７日（火）3年租税教室 

 ８日（水）職員会議 

 ９日（木）推薦生徒・保護者説明会 

１４日（火）スキルアッププロジェクト 

１５日（水）会議日 

 

 

 

 

 

 

１６日（木）ＳＣ来校日 

１７日（金）スマホ・ケータイ安全教室 

２０日（月）入学願書提出校内〆切 

２２日（水）冬季休業前集会 会議日 

＊冬季休業 12／23～1／12 

学校再開は 1 月 13 日（木）です。 

＊学校閉庁日 

 １２／２９～１／３ 

緊急の場合は町教育委員会(2-2748)へ連

絡してください。 

 

 

 

 

 

 

 新生徒会の初仕事であり、初

めての試みでした。全校生徒が

縦割り班で「いじめを撲滅する

ため」の方策を話し合い交流し

ました。周到な準備によりスム

ーズな進行は立派でした。各班

では 3 年生のリーダーシップも

光りました。 

 

 

じ
め
撲
滅
集
会 

ままでにない い 

 3 年生がふるさ

と教育事業でアイ

ヌ文化について学

び、集大成として、

12 日（金）に白老

のウポポイを訪問

しました。 

 

 昨年度中止となっ

た中高合同講演会が

ゲーム依存をテーマ

に実施されました。

町Ｐ連からも役員の

皆様にご参加いただ

きました。 

 

 公開授業研究会を実施

しました。1年生 数学に

おいて、「対話的な学び」

をテーマとし、「3 ステッ

プ法」を導入した話し合

いの取組です。生徒は積

極的に考えを交流して学

びを深めることができま

した。授業もどんどん進

化していきます。 

 

考えを深めるために… 

故郷を学ぶ一環として… 喫緊の課題… 


